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＜＜＜＜平成平成平成平成２０２０２０２０年年年年１０１０１０１０月月月月～～～～１２１２１２１２月期調査分回収結果月期調査分回収結果月期調査分回収結果月期調査分回収結果＞＞＞＞

業種 対象事業所数 回答数 回答率

全業種 600 293 48.8%

建設業 120 59 49.2%

製造業 120 70 58.3%

卸売業 120 62 51.7%

小売業 120 40 33.3%

サービス業 120 62 51.7%

  久留米市地場企業景況調査  久留米市地場企業景況調査  久留米市地場企業景況調査  久留米市地場企業景況調査リポートリポートリポートリポート（（（（平成平成平成平成２０２０２０２０年年年年１０１０１０１０月月月月～～～～１２１２１２１２月期調査分月期調査分月期調査分月期調査分））））

　ＤＩ（ディーアイ。Diffusion Index：景気動向指数の略）値は、売上・採算・業況などの各項目につ
いての、ヒアリング対象の判断の状況を表す数値。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向
き傾向を表す回答（「増加」や「好転」など）の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向
き傾向を表す回答（「減少」や「悪化」など）が多いことを示す。したがって、売上高などの実数値
の上昇率を示すものではなく、強気・弱気などの景況感の相対的な広がりを意味する。
※ＤＩ＝（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

　久留米市内地場企業の景況及び経営動向を把握し、今後の経営改善普及事業に資するととも
に、これらの情報の集計結果を事業所へ提供し、経営の参考にしていただくために調査する。

　当所会員事業所を対象とし、建設業・製造業・卸売業・小売業・サービス業それぞれ１２０社づ
つ、計６００社を任意抽出して実施。

　四半期ごとに調査用紙を郵送し、前年同月比や来期の予測について回答を求める。調査の集
計は日商中小企業景況調査の集計方法に基づいた景気判断指数（ＤＩ値）で行う。
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　今期（Ｈ２０．１０～１２）の久留米市地場企業景況調査で採算面での景気判断指数（ＤＩ値）は、
全業種合計で「好転した」と回答した企業は２２社（前期比３社減）、「悪化した」と回答した企業は
１９２社（前期比１２社増）、「横ばいである」と答えた企業は７２社（前期比２社減）であった。ＤＩ値
を見ると、マイナス幅は二期ぶりに拡大して▲５９．４となり、前期比で３．８ポイント悪化した。
　業種別のＤＩ値では、建設業▲７０．７（前期比２．９Ｐ悪化）、製造業▲６６．２（前期比９．９Ｐ悪
化）、卸売業▲４２．６（前期比２．６Ｐ悪化）、小売業▲６１．５（前期比５．２Ｐ好転）、サービス業▲
５６．７（前期比５．９Ｐ悪化）となった。
　来期（Ｈ２１．1～３）の見通しでは全業種ＤＩ値は▲６３．４と、４ポイント悪化する見込み。

　今期（Ｈ２０．１０～１２）の久留米市地場企業景況調査で売上面での景気判断指数（ＤＩ値）は、
全業種合計で「増加した」と回答した企業は４１社（前期比２０社減）、「減少した」と回答した企業
は１９６社（前期比４６社増）、「横ばいである」と答えた企業は４６社（前期比２１社減）であった。Ｄ
Ｉ値を見ると、マイナス幅は二期ぶりに拡大して▲５４．８となり、前期比で２２．８ポイント悪化し
た。
　業種別のＤＩ値では、建設業▲８４．８（前期比３４Ｐ悪化）、製造業▲５０．７（前期比３１．９Ｐ悪
化）、　卸売業▲４５．０（前期比２６．８Ｐ好転）、小売業▲６６．７（前期比２．８Ｐ悪化）、サービス
業▲５０．０（前期比２５．８Ｐ悪化）となった。
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　今期（Ｈ２０．１０～１２）の久留米市地場企業景況調査で業況面での景気判断指数（ＤＩ値）は、
全業種合計で「好転した」と回答した企業は１０社（前期比９社減）、「悪化した」と回答した企業は
１８３社（前期比３４社増）、「横ばいである」と答えた企業は９０社（前期比１８社減）であった。ＤＩ
値を見ると、マイナス幅は二期連続で拡大して▲６１．１となり、前期比で１４ポイント悪化した。
　業種別のＤＩ値では、建設業▲６１．４（前期比１５．６Ｐ悪化）、製造業▲６４．７（前期比２７．２Ｐ
悪化）、卸売業▲５２．５（前期比４．４Ｐ悪化）、小売業▲７１．８（前期比６Ｐ好転）、サービス業▲
５８．６（前期比１８．９Ｐ悪化）となった。
　来期（Ｈ２１．1～３）の見通しでは全業種ＤＩ値は▲６３．９と、２．８ポイント悪化する見込み。

　今期（Ｈ２０．10～１２）の久留米市地場企業景況調査で仕入単価面での景気判断指数（ＤＩ値）
は、全業種合計で「上昇した」と回答した企業は１５２社（前期比４２社減）、「低下した」と回答した
企業は４１社（前期比３０増）、「横ばいである」と答えた企業は８５社（前期比１７増）であった。ＤＩ
値を見ると、２期連続で縮小して３９．９となり、前期比で２７．１ポイント好転した。
　業種別のＤＩ値では、建設業４９．１（前期比２８．５Ｐ好転）、製造業５５．２（前期比３１Ｐ好転）、
卸売業４５．９（前期比２３．２Ｐ好転）、小売業５．１（前期比３３．８Ｐ好転）、サービス業２９．６（前
期比２１．２Ｐ好転）となった。
　来期（Ｈ２１．1～３）の見通しでは全業種ＤＩ値は１７．９と、２２ポイント好転する見込み。
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仕入単価ＤＩ値推移表
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　今期（Ｈ２０．１０～１２）の久留米市地場企業景況調査で資金繰り面での景気判断指数（ＤＩ値）
は、全業種合計で「好転した」と回答した企業は８社（前期比１社減）、「悪化した」と回答した企業
は１１４社（前期比１８社増）、「横ばいである」と答えた企業は１６０社（前期比１１社減）であった。
ＤＩ値を見ると、マイナス幅は２期連続で拡大して▲３７．６となり、前期比で６．１ポイント悪化し
た。
　業種別のＤＩ値では、建設業▲３９．７（前期比１７．３Ｐ悪化）、製造業▲４４．８（前期比１３．５Ｐ
悪化）、卸売業▲２９．５（前期比９．４Ｐ好転）、小売業▲４１．０（前期比９Ｐ好転）、サービス業▲
３３．３（前期比９．９Ｐ悪化）となった。

資金繰りＤＩ値推移表
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＜＜＜＜事業所事業所事業所事業所からからからから寄寄寄寄せられたせられたせられたせられた主主主主ななななコメントコメントコメントコメント＞＞＞＞

受注額の減少と材料価格の上昇により業況が悪化している。（一般土木建築工事業）
引き合いは現状維持であるが、受注額は増加している。（その他の職別工事業）
官公工事の入札価格等の取引条件が悪化している。（電器工事業）

原材料価格が高止まりしているため、需要の低迷が続いている。（水産食料品製造業）
採算が好転したため、来期は生産設備の投資を検討している。（精穀・製粉業）
大企業の進出により中小企業を取り巻く環境が悪化してきている。（鋼材製造業）
公共事業が減少し売上が伸び悩んでいる。（非鉄金属素形材製造業）
今期は売上額、売上単価ともに増加したため黒字の見込である。（化学製品卸売業）
今後は従業員の質（技能面・意識面・危機感）の向上が重要。（鉱物・金属材料卸売業）
従業員が不足しているが、業況が悪化しているため雇用が困難（食料・飲料卸売業）
経費の上昇とともに売上が減少し採算が悪化している。（他に分類されない卸売業）
大型店の進出により購買力が他地域へ流出している（酒小売業）
価格競争が激化し、個人店では価格の対応が難しい。（機械器具小売業）
都心部では駐車場の確保が難しい。（スポーツ用品小売業）
前期に比べ売上は増加したが需要は停滞している。（他に分類されない小売業）
常連客の来店頻度が少なくなってきている。（理容業）
採算、資金繰りともに好転し、来期も好転する見込である。（物品賃貸業）
需要が停滞し資金繰りが悪化している。（その他物品賃貸業）

中心市街地の集客力が低下してきており、業界の価格競争が激化している。（駐車場業）
燃料費は以前に比べかなり落ち着いてきているが、材料価格は高止まりしている。（クリーニング業）

市場の閉塞感が一段と増しており、事業の再構築も検討していかなければならない。（一般土木建築工事業）

景気不況等のマスコミ報道で民間の設備投資が進まず、個人の住宅の建設にも影響している。（建築工事業）

自動車産業は、すそ野が広いだけに影響が多方面に及んでいる。（その他の電器機器期具製造業）

①大企業の進出による競争の激化　　②同業者の進出　　③消費者ニーズへの対応　　④人件
費の増加　　⑤人件費以外の経費の増加　　⑥仕入単価の上昇　　⑦販売価格の低下　　⑧金
利負担の増加　　⑨事業資金の借入難　　⑩従業員の確保難　　⑪需要の停滞　　⑫その他
今期（Ｈ２０．７～９）の経営上の悩みとしては、「仕入単価の上昇（２２．８％）」「需要の停滞（２２．
５％）」を指摘する声が多く寄せられている。
特に、建設業での「需要の停滞３２．４％）」、製造業の「仕入単価の上昇（３６．５％）」、卸売業の
「需要の停滞（２８．９％）」、小売業の「需要の停滞（２１．６％）」、サービス業の「仕入単価の上昇
（１６．４％）」に意見が集中した。

経営上の問題点（複数回答可）
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